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MASUDA， M. and YAMADA， 1. 1980. On the identity of the so-called Odonthalia aleutu:a 

(Rhodophyta， Rhodomelaceae) in Japan. Jap. J. Phycol. 28: 183-189. 

The red alga which has been called Odont~ωlia aleutica (MERTENS ex C. AGARDH) J. 

AGARDH by Japanese phycologists was compared with Odontlzalia setacea (RUPRECHT) 

PERESTENKO， O. annae PERESTENKO and genuine O. aleutica. The Japanese alga is dis-

tinguished from O. setacea by the following features. (1) The thallus color is almost 

black in drying in the Japanese alga and dark red in O. setacea. (2) The midribs are absent 

in the Japanese alga but they are evident in O. setacea. (3) The Japanese alga has semi-

globose cystocarps， but O. setacea has urceolate cystocarps with elevated neck. 

The alga in question agrees with O. annae in every respect and they are conspecific. 

The original description of O. annae is emended to include the reproducitve features. The 

type specimen of O. annae collected from Iturup Island， Kuriles is tetrasporangial. The 

tetrasporangial stichidia are borne on the distal portion of lateral branches. They are 

arranged五rstin an alternate-distichous manner， later shifting to a spiral arrangement 

and appear in tufts. They are 950-2600μm in length and 200-230μm in diameter. Two 

tetrasporangia are formed in each of 6 to 23 successive segments of the stichidia. The 

tetrasporangia are 115-145μmx100-125μm. The cystocarpic specimen collected from Ber-

ing Island， Commander Islands has semiglobose cystocarps which measure 875-1225 pm  in 

length and 1000-1300μm in diameter. 

The Japanese alga differs from genuine O. aleutica in two features. (1) The main stems 

of the Japanese alga are compressed， but those of O. aleuti・'caare terete. (2) The cystocarps 

are semiglobose in the Japanese alga， whereas they are ovoid in O. aleutica. However， the 
status of genuine O. aleutica is sti11 uncertain whether it is an independent species or 

synonymous with O. floccosa (ESPER) FALKENBERG. 
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紅藻アリュウシャンノコギリヒパ Odonthalia のである。 C.AGARDHの観察した標本はアリュウ

aleutica (MERTENS ex C. AGARDH) J. AGARDH シャン列島の UnalaskaIslandで採集され， CHA-

は最初 Rhodornelaaleuticaの名前で C.AGARDH MISSOによって C.AGARDHに送られたもので，

(1822)によって発表され，後にJ.AGARDH (1841) Fucus aleuticus MERTENSの未発表名が付けられて

によってノコギリヒパ属 Odonthaliaへ移されたも いた。 C.AGARDHは原記載の発表以前に本種を図

1) 本研究は文部省科学研究費補助金(課題番号374218)による研究の一部である。
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示しているが，それがフサノコギリヒパ O.floccosa 

(ESPER) F ALKENBERGに類似しているために，本種

は前者と混同されてきた。 KYLIN(1925)によれば

SETCHELL and GARDNER (1903) と COLLINS

(1913)の報告はフサノコギリヒパのそれである。

ソ連邦で最近まで O.aleuticaと呼ばれてきた種に

対して， PERESTENKO (1977)は O.setacω(RUPR-

ECHT) PERESTENKOの新組合せを提唱している。

この種は Atoma1"iasetacea RUPRECHT (1850)にも

とづくもので， J. AGARDH (1863)以来 O.aleutica 

の異名として扱われてきた。 RUPRECHT(1850)と

PERESTENKO (1977)はこの種が C.AGARDH (1822) 

の記載した O.aleuticaとは全く異なった種である

としている。

わが国で O.aleuticaは最初 OKAMURA(1932) 

によって北海道東岸から報告され，アリュウシャンノ

コギリヒパの和名が与えられた。しかしながら，わが

国でアリュウシャンノコギリヒパと呼ばれてきた種は

真の O.aleutica及び O.setaceaともいくつかの点で

異なる。本論文はわが国でアリュウシャンノコギリヒ

パと呼ばれてきた種を，真の O.aleutica， O. setacea 

及び O.annaeと比較して，その正体を明らかにす

ることを目的とする。

材 料

下記の標本を観察に使用した。

アリュウシャンノコギリヒパ Odonthaliaaleutica 

sensu OKAMURA， non J. AGARDH: (1)霧多布，

北海道， 1915年 8月(未成熟体，岡村金太郎採);(勾厚

岸小島，北海道， 1915年(未成熟体，岡村金太郎採);

(め RobbenIsland， Sakhalin， 1930年 7月(四分胞

子体及び褒果を付けた個体， 11寺 æ(~~採); (4) i縫臼，北海

道， 1968年 5月(四分胞子体及び褒果を付けた個体，

増国道夫採)。以上のうち (1)~(めの勝葉標本は附村博

士の同定によるもので (OKAMURA1932)， 北海道大

学理学部標本庫 (SAP)に保管されている。(めの四分

胞子体を Fig.7に示した。

Odonthalia annae: (1)基準標本， Kassatka Bay， 

Iturup Island (エトロフ島)， 1967年 7月(凹分胞子

体， L. PERESTENKO採);(勾 Beringlsland， Com-

mander lslands， 1972年 6月(渡来を付けた個体及

び未成熟体， L. PERESTENKO採)0(1)は Leningrad

のコマロフ植物研究所から{昔用し， (勾は北海道大学

理学部へ寄贈されたものである。

Odonthalia setacea: (1) Mednyi Island， Com-

mander Islands， 1972年7月 (L.PERESTENKO採);

(2) Bering Island， Commander Islands， 1972年7

月 (T.ZAKHODNOV A採)。両者とも褒巣を付けた個

体で PERESTENKO博士の同定による勝葉標本で，

コマロフ植物研究所より寄贈されたものである。前者

を Fig.1に示した。

結果と考察

Odonthalia setaceaとの比較

O. setaceaについては RUPRECHT(1850)及び

PERESTENKO (1977)の記載があるが，その特徴的な

形質について図示されていないので，今回観察した標

本で重要な 2つの形質について図を与えておく。観察

した O.setaceaの標本は共に成熟した褒果を付けた

個体である (Fig.1)，踏業標本の色は暗赤色で，褒果

を通常の小枝に多数形成している。藻体の構造で顕著

な特徴として，主軸及び主軸下部の側校によく発達し

た中肋が認められる (Figs.2， 3)。中肋は本属の他の

種，ノコギリヒパ O.dentataや O.ochotensisなど

と同様に主軸及び側枝の中央部の皮層細胞が顕著に発

達した結果，形成される。褒果の形は隆起した頚部を

もっ童形で，大きさは 1075~13∞ μm の高さ， 823~ 

1125μmの直径である (Figs.4， 5)。磁果には距

(calcar)がないものが大部分であるが (Fig.4)，極く

少数のものに僅かに発達した距がみられる (Fig.5)。

これらの特徴については RUPRECHT(1850)及び

PERESTENKO (1977)の記載と一致する。わが国でア

リュウシャンノコギリヒパと呼ばれてきた種は以下の

3つの形質で明瞭に O.setaceaと区別される。 (1)前

者の藻体の色は脂葉標本で殆んど黒色(生時は暗褐色)

であるのに対し， O. setaceaのそれは暗赤色である。

(2)前者には中肋が存在しないが，後者では顕著に発

達した中肋がみられる。(め褒果の形が前者は半球形

であるが，後者は隆起した頚部をもっ壷形である。

Odontlzalia anllaeとの比較

PERESTENKO (1973)が与えた o.annaeの原記

載には生殖器官についての記述がないが，今回借用し

た基準標本 (Fig.6)には四分胞子褒の形成がみられ

た。四分胞子褒は通常の仰j枝の先端付近に房状に生じ

た特別な小枝(四分胞子礎技， tetrasporangial stichi・

dia)に形成されている (Fig.8)。四分胞子褒枝の長さ

は 950~2600μm，直径 2∞~230μm で基部がやや細

くなっている。四分胞子畿の大きさは 115~145μmX

100~125μm で 1 節に 2個ずつ配列している。四分胞

子襲枝は短かいもので連続した 6~1O節に四分胞子褒
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を形成し，長いものでは 15~23 節辿統して形成して 老成した状態で完全な形をした袈果の数は少ないが，

いる。連続した成熟節の全てに凶分胞子裂が存在する その形(ì~P求形で， 大きさは 875~1225 /' 111 X 1000~ 

ことは少なし凶分胞子が放出されたものでは 2(悶の 13001'111である(Figs.10， 11)。短い距を もつもの

議細胞のみがみられる。ア リュウシャンノコギリヒパ (Fi日 10)と全く !J.:.くもの (Fig.11)がみられる。

のI!.':I分胞子宣告伎は房状に集介して生じることは少ない OI<AMURA (1932)はUliを欠 くとしているが， 彼の図

が，大き さ，V4分j泡子裂を形成するuijの数では両者は (pl. 286， figs. 8， 9) は切 らかに距をもっ~:I~* があるこ

よく一致する (Fig.9)。 とをボしている。ド!日s.12， 13にアリュウシャンノ コ

襲来をイ、jけた O.anna e の fI.'~体は B巴 rin g lslandで ギリヒパの襲来をノlえしたが，形と大きさが O.ω1I1ae

採集されたtZ木のなかにみられた。この1肉体はかなり のそれとよく一致する。ノコギリ ヒバ屈におし、て談-*
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Fig. 1. Cystocarpic specill1en of Odonllwlia setacea (RUPR.) PEREST. 

collectecl from Meclnyi Islancl， COll1ll1ancler Jslancls on July 

10， 1972 by L. PERESTENKO. 



186 M ASUDA， M. and Y AMAlコA，1. 

の形と大きさが種を分ける分類学的形質として重要で 次にアリュウ、ンャンノコギリヒノごと真の O.aleutica 

あることが，*属の 11種について比較検討した増庇! との 比較であるが，その前に C.AGARDH (1820， 

(1979)によって指摘されている。両者はこの点におい 1822)と .T.AGARDH (1863)の O.alellticaがそれ

て同一種ないし極めて近縁な種であることを示してい ぞれ具質のものを指している可能性に注目する必要が

る。生殖総官の特徴の他に，~~体の色が生体では陥禍 ある。 両者の記載で最も!ilJFi.ーな差異は中}!力の有無と袈

色， lIi自主出巨木では黒色に近くなること，，:!，}めを欠 くこ 果の形である。 C.AGARDH の記載には中}!1Jについ

と，藻体のl闘が狭いこと (Figs.6，7)などから，両者 て触れられていないし， また図にも示されていなし、。

は同一種であると思われる。OKAMURA(1932)は J. AGARDHは藻体の下部において)5l:層が発達するこ

「休は大部分中}!}Jなくあるいは中}!I)全く不判明なれど とによって中肋が形成されることを明確に示してい

も，下部においていずれか一方の側に，もしくは両似I! る。袈果の形は C.AGARDHの記載では卵形である

に皮層のt'XIl享することによりて漸次中JI1Jを形成す」と のに対し，J. AGARDHのそれは RUPRECI-IT(1850) 

しているが，これは多年生の部分が肥大生長を始めた を引用 して童形であるとしている。 このこと から，

ことを示すものである。中肋の形成方法と全く同じで AGARDJ-j父子はそれぞれ別の標本にもとづいて記載

あるが，本種においては主唱hない し側校の中央部に規 したと考えざるを得な し、。 J.AGARDHの記載は

則的に発達することはなし、。この事実は培養実験にお RUPRECHT (1850)の flto川 a1iasetaceα のそれと多

いても確められている (増凹，未発表)。 くの点で一致する。RUPRECHT(1850)は MERTENS

Odonthalia al白山caとの比較 の F1IcIISalellticlIs とそれにもとついたはずの

2 
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Figs. 2-5. OdO/川 aLiasetacea (RUPR.) PEREST 

2， 3. Cross section of the middle portion of a ftrst order branch which 

issues from the lower portion of the main stem， showing well-developed 

midribs (arrows). 4， 5. Cystocarps (an arrow indicates a very short 

calc旦rin Fig. 5). AIl photomicrographs from the specimen shown in 

Fig. 1. Scale in 2 applies also to 4 and 5 
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Fig. 6. Type specimen of Odollthalia allll{/I' PEREST. collected from Itllrllp 

Island， 1くlIrileson .TlIly 19， 1967 by L. PERESTENKO 

Fig. 7. Tetrasporangial specimen of Odolll/w1ia a!e/llic({ sensu OKAMURA， 

non .T. AG. collected from Robben Island， Sakhalin in .Tuly， 1930 by 

.T. TOKIDA (Herb. OKAMUIV¥ in SAP). Scale in 7 applies also to 6. 
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Fig. 8. Tetrasporangial stichiclia of Odollt!w!ia {/IIIIOC PEREST. (photomic-

】ograph of the type speci叩1m児旧e引叩n

Fig.9. T、冶etrasporanglはal sti児ch川lidi旧a of 0どdo仰y川lげ1/んw/i川ιαlalんr引/1げIi4比;cιUどa Sel1Sll OKAMURA， 

non .T. AG. (photomicrograph of a specimen collected at Rausu， 
I-Iokkaido 011 May 16， 1968). Scale in 8 applies also to 9 
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Fig5. 10， 11. Cyslocarps or Odollthalia allllae PEREST. collecled rrom Bering 

Island， Commander Islands on .Tune 30， 1972 by L. PERESTENKO 

(an arroll' indicales a very short cakar in rig. 10) 

Figs. 12， 13. Cyslocarp5 or Odolllha/ia al仰 limsenSl1 OKAMURA， non J. Ac 

collected al 1ミallSl1， Hokl叶 idoon May 16， 1968 (an arroll' indicates 

a shorl calcar in Fig. 12). Scale in 13 applies al50 to 10-12 

I?hoclοIIIda alelllica C. AC.=Odolllhalia aleulica 筒状であるのに点、l し，後者のそれは下部を|徐いてJiiijJJ~

が同_.~~:nではないことを指摘 して， 誌の F川ソ1'< al山 ー である。 (2)iiij者の在宅巣の形は卵形て、あるが，後者の

I iC/l'< MERTENSに新し く J¥IOllla ria sela{"ea.と名 それはと|三球形である。 同方の形質とも分知学的形町と

引けたのであるが，それが正しいことをぶしていると して重3Eであり ， アリュウシャンノコギリ ヒ パと J~の

'1'ljliJiできる。 ACARDl-l父子の記，肢のくい泌いがどの O. ale川 I("aが見なった種で、あることを示している。

ような理由で生じたのか不明であるが，CI-IAMISSOに O. al仰 IiClI は RUPRECl-lT (1850)が指摘しているよ

よって C.ACARDl-l に送られた際木が MERTEl¥S うに，フサノコギリヒバ O.floc印 M に近いと思われ

の FlIcllsalelll iClIsとは別のものであった可能性が るが，基準以本が!.I.当らないので正確な決定はでき

ある (RUPRECI-IT 1850)。 したがって， J'tの O. ない。

。/円iIicaの定義は C目 ACARDH(1822)に依らなけれ

ばならなし、。木経の基準初日木は Ll1ndの Botanical

Ml1 se ll m にi!t~1ì~; されていない とのことであるので

(D，¥O. ALMsORN 私{言)，m干1:のと ころ， C. Ac-

R̂IコトIの!京記il主と図以外に資料はJ，1当らなL、。 これ

らとアリュウシャンノコギリヒパを比'1泣すると以下の

2.'，'Xて・差異が認められる。(1)O. aleulicaの主Ilij!tは円

結論

以上述べたように OKAMUR̂ (1932)以来， わが1"1

の研究者 によってアリュウシャンノコギリヒパ OclOIl-

I/wlia alelll imと呼ばれてきた種は真の O.alelltica， 

O. selac l'a とも )I~なり ， O. aJ/llaeと同一種と考えら

れる。和1:1:'，については OKAMURA(1932)の命名が明
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らかに学名にもとづいたもので， O. annaeの和名と

しては不適当とも考えられるが， O. aleuticaが独立

した種として認められるまではそのまま使用したい。

本稿の御校闘を戴いた北海道大学理学部黒木宗尚教

授，貴重な標本をお送り戴いたコマロフ植物研究所の

L. P. PERESTENKO博士に厚く御礼申し上げる。
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